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２．研究組織 
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電気通信大学 大学院情報システム学研究科 社会知能学専攻 准教授 山本佳世子 
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電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻 准教授 水戸和幸 
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電気通信大学 大学院情報理工学研究科 総合情報学専攻 准教授 坂本真樹 

電気通信大学 大学院情報理工学研究科 共通教育部 准教授 久野雅樹 

電気通信大学 宇宙・電磁環境研究センター 准教授 冨澤一郎 
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東京医科歯科大学 大学院医歯学総合研究科 准教授 中村桂子 

はこだて未来大学 システム情報科学部 教授，電気通信大学 客員教授 美馬のゆり 

国立環境研究所 社会環境システム研究センター 主任研究員 一ノ瀬俊明 

明星大学 理工学部 教授 西浦定継 
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３．平成25年度の研究の特筆すべき成果 

 本研究ステーションは平成 25年 8月に設立され，初年度ということでまずは構成員間の

意見交換を行うとともに，キックオフ講演会にて大西隆日本学術会議会長から災害研究に

おける分野横断的な研究活動に関するご示唆をいただいた。また福島大学うつくしまふく

しま未来支援センター、岩手大学地域防災研究センターとの連携活動，関連学協会との連

携活動を行った。 

 

 



４．平成 25年度の研究成果の公表実績 

１）電気通信大学メガリスク型災害研究ステーションキックオフ講演会  

日時：平成 25年 12月 18日 15:00～17:00，場所：電気通信大学西 10号館大会議室 

２）電気通信大学メガリスク型災害研究ステーション・福島大学うつくしまふくしま未来

支援センター共催シンポジウム「福島の復興の課題と研究者の役割」 

    日時 平成 26年 3月 17 日（月）13:00～17:00， 

場所：電気通信大学東地区総合棟 306号室 

３）日本計画行政学会「東日本大震災の復旧復興支援のための特別委員会」との連携活動 

４）日本学術会議「東日本大震災の総合対応に関する学協会連絡会」での連携活動 

 

５．外部資金の獲得状況 

１）公益財団法人東電記念財団「太陽光発電の導入可能性の経済性評価」，平成26年度 

代表者名 山本佳世子 直接経費1,000,000円 

 

６．今後の研究発展 

 今後は、被災地の大学との連携活動をさらに発展させ、他地域の類似目的を持つ組織間で

の連携活動にも取り組むとともに、これらの連携活動、構成員のこれまでの研究活動を基盤

とした外部資金の獲得により、複数の研究領域にまたがる分野横断的な研究活動をさらに積

極的に展開する。 
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・「その他」：東日本大震災の被災地の支援活動等 

1）調布市内の市民団体や調布市等との連携活動（石巻，女川，福島などの支援） 

2）「調布から！復興支援プロジェクト」への参加 

3）調布市特別支援学校の災害支援活動 

4）調布市内の被災者（特に子供）の支援活動 

5）いわて高等教育コンソーシアムでの非常勤講師 


